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私は、17年目の整形外科医ですが、まだまだ
発展途上で最近やっと自分の専門を見つけたよ
うな気がしている医師です。後輩に対し大した
お話はできませんが、これまで私がお世話にな
り、一応医師としてやっていけるようになった
ことのお礼を含めて書かせていただきます。琉
球大学医学部を卒業した後、野球ばかりやって
いた私は、学生時代最も勉強していない科目で
ある整形外科に入局しました。整形外科を選ん
だ理由としては、学生時代と同様な野球の大会
（九州および全国）があったことと、整形外科
教授が大変好意的であったことでした。動機が
不純のように思えますが、私にとって野球はそ
れだけ大切で生活と切り離せないものでした
（現在もですが・・・）。しかし、案の定困った
ことが起こりました。入局1年目の大学勤務の
ある日、教授が病棟回診でポリクリ学生にある
疾患の手術方法を質問した時のことでした。私
は、学生時代ほとんど整形外科を勉強していな
かったので正直いって答えが解りませんでし
た。しかし、賢そうな学生は、その質問をさら
りと答えてしまったのでした。その時、指導医
が「君たちは当然知っていたよね。」と私たち
に鋭い視線を送りました。私は知らなかったと
言えず「知っていましたよ。」といわんばかり
にうなずいていました。その時、「恥ずかしい。」
と思うより、「これは非常にまずい。」という
「危機感」に襲われました。その「危機感」は、
後輩に負けられないというプライドとしっかり
仕事ができなければ堂々と野球ができないとい
うものでした。そのため、入局してから整形外
科を必死に勉強しました。卒後2年の研修期間

で1年目の整形外科指導医には、社会人として
の常識を身につけることから始まり、整形外科
での関節鏡の技術まで徹底的に指導していただ
きました。現在、指導医の先生は違う勤務先で
はでありますが、現在でも密に連絡を取り、い
ろいろとご指導をいただいております。
2年目は民間の救急病院で内科と麻酔科を研

修させていただきました。整形外科は学生時代
ほとんど勉強しなかったのですが、メジャーと
言われていた科目は一応医師国家試験に合格す
るために勉強はしていました。特に、内科の理
詰めの考え方が大好きで、野球がなかったら腎
臓内科医になろうかなとマジで考えていた時期
もありました。内科研修の時に、内科指導医の
もと県医師会で症例発表をさせていただきまし
た。その症例に対する診察から検査の進め方、
鑑別疾患を挙げて診断し治療を進めていく方法
は、私にとって現在の整形外科診療の基礎とな
っています。
その後、大学で研究することがきっかけで手

の外科（肩関節以外の上肢、末梢神経、マイク
ロサージャリー）を現教授のご指導を受けまし
た。物を書くことが苦手であった私に少しばか
り物を書くことができるようにご指導していた
だきました。また、大学で難治のMRSA骨髄炎
の治療に携わっていた私に、内科医である大学
野球部の先輩は、気さくにそして非常に熱心に
ご指導していただきました。そのため、ほとん
どの症例を完全治癒へ導く事ができ、非常に感
謝しております。
最後に、最近では、5年前に、親善野球で交

流のあった札幌医科大学の肩関節を専門とされ

「感謝」

与那原中央病院整形外科　安里　英樹
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ている先生に影響され、関節鏡を駆使する肩関
節外科を始めました。元々関節外科を研修した
ときに関節鏡の技術は身に付けており、さらに
手の外科の研修で肩周辺の解剖やマイクロサー
ジャリーの技術も習得したためスムーズに肩関
節外科に入っていくことができました。最近で
は、スポーツ障害（スポーツ外傷と異なり、障
害を生じた部位を治療するためにはスポーツ動
作のパフォーマンス全体を観察し、修正してい
く必要がある）としての肩関節を診る事とな
り、まさしく趣味と実益を兼ねるようになりま

した。好きな野球を続けたことで道が開かれ、
そのときの仕事がしっくりいかないにしても投
げ出さずにこつこつと一生懸命にこなしていれ
ば、いつの日か報われてくるものなのだなと感
じています。このように、これまでたくさんの
人たちのご指導で現在の自分があり、今後はで
きるだけ後輩に少しでも貢献できればと考えて
います。そして、現在の整形外科野球チームの
すべてが後輩となりましたが、野球も一人では
できないものであり、現在も好きな野球ができ
るのは彼らのおかげであると感謝しています。
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　　　　　　　　会　場：パシフィックホテル沖縄（万座の間） 
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1　開式のことば 
2　挨　　　　拶　　沖縄県医師会長 
3　表　　　　彰 
1）沖縄県知事表彰（3名） 
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